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１．研究目的･内容 
 近畿大学水産研究所を中核とする「クロマグロ等の養殖科学の国際教育研究拠点」（拠点リーダ

ー熊井英水）が、2008 年度にグローバル COE プログラムに採択された。それはポスト 21 世紀

COE プログラムとして位置づけられ、2002 年に達成したクロマグロの完全養殖を進化させ、産

業規模による人工種苗生産の実現を最終目標に掲げるが、その研究成果は、『近畿大学プログラム

クロマグロ完全養殖』（2010 年 3 月、成山堂書店、A5・228 ページ）として和文により刊行され

ている。本書（Full-Life Cycle Aquaculture of the Pacific Bluefin Tuna）は、和文で刊行された『ク

ロマグロ完全養殖』の内容を充実させ、英語による刊行を目的とする。学術レベルとしては大学

院生のテキストブックを実現できると考える。 
 マグロ養殖業がいかなる歴史・現状・将来に直面しているか。また成熟・産卵、初期飼育、中

間育成、養成、配合飼料に始まり、品質改善、安全性を経て、養殖施設の最適設定、認証制度に

至る、全面的な検討をマグロ養殖生産に加える。さらにマグロ養殖業の技術的・産業的課題を包

括的に究明する。 
 また、クロマグロに対する国際的関心は、漁船漁業のみならず天然種苗に依存する養殖業に対

しても、2010 年春のワシントン条約締約国会議を持ち出すまでもなく、極めて強い。世界で初め

て、且つ唯一、クロマグロ完全養殖→人工種苗生産に成功した近畿大学の優れた研究成果を、国

際的に明らかにすることは、学術的にもまた技術的・産業的にも、クロマグロ養殖業の発展に貢

献するところが大きい。 
 クロマグロ養殖業を全般的に究明した和書＝国内の著書は、上述の『クロマグロ完全養殖』以

外に類書が存在しない。国際的にも世界で唯一の図書となろう。 
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